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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 1月 28日 (2004.1.28)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】

入 賞 の 検 出 を 行 う 検 出 手 段 と 、
こ の 検 出 手 段 か ら の 検 出 信 号 の ノ イ ズ 除 去 を 行 う フ ィ ル タ 回 路 と 、
こ の フ ィ ル タ 回 路 か ら の 信 号 が 入 力 さ れ る 入 力 ポ ー ト 回 路 と 、
こ の 入 力 ポ ー ト 回 路 と バ ス を 通 じ て 接 続 さ れ る と と も に 前 記 入 力 ポ ー ト 回 路 を 介 し て 入 力
さ れ る 前 記 検 出 手 段 か ら の 検 出 信 号 に 基 づ い て 遊 技 に 関 す る 制 御 を 行 う Ｃ Ｐ Ｕ と 、
を 備 え た 遊 技 機 に お い て 、
前 記 フ ィ ル タ 回 路 と 入 力 ポ ー ト 回 路 の 間 に 非 可 逆 性 の 信 号 伝 達 回 路 を 備 え 、

信 号 伝 達 回 路 の 出 力 部
検 査 用 信 号 を 取 り 出 し 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 遊 技 機 。

【 請 求 項 ２ 】
前 記 非 可 逆 性 の 信 号 伝 達 回 路 は 、 バ ッ フ ァ 回 路 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
遊 技 機 。
【 請 求 項 ３ 】

を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 遊 技 機 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
第 １ の 発 明 で は 、 入 賞 の 検 出 を 行 う 検 出 手 段 と 、 こ の 検 出 手 段 か ら の 検 出 信 号
の ノ イ ズ 除 去 を 行 う フ ィ ル タ 回 路 と 、 こ の フ ィ ル タ 回 路 か ら の 信 号 が 入 力 さ れ る 入 力 ポ ー
ト 回 路 と 、 こ の 入 力 ポ ー ト 回 路 と バ ス を 通 じ て 接 続 さ れ る と と も に 前 記 入 力 ポ ー ト 回 路 を
介 し て 入 力 さ れ る 前 記 検 出 手 段 か ら の 検 出 信 号 に 基 づ い て 遊 技 に 関 す る 制 御 を 行 う Ｃ Ｐ Ｕ
と 、 を 備 え た 遊 技 機 に お い て 、 前 記 フ ィ ル タ 回 路 と 入 力 ポ ー ト 回 路 の 間 に 非 可 逆 性 の 信 号
伝 達 回 路 を 備 え 、 信 号 伝 達 回 路 の 出 力 部

入 賞 部 へ の

該 に 、 検 査 装 置 用 の 端 子 を 取 付 可 能 な 信 号 端 子 取 付 領 域 を 設 け る こ
と で 該 信 号 端 子 取 付 領 域 か ら

前 記 非 可 逆 性 の 信 号 伝 達 回 路 と 前 記 入 力 ポ ー ト 回 路 を 同 じ 素 子 で 構 成 し た こ と

入 賞 部 へ の

該 に 、 検 査 装 置 用 の 端 子 を 取 付 可 能 な 信 号 端 子 取



検 査 用 信 号 を 取 り 出 し 可 能 と し た 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
第 の 発 明 で は 、 前 記 非 可 逆 性 の 信 号 伝 達 回 路 と 前 記 入 力 ポ ー ト 回 路 を 同 じ 素 子 で 構 成 し
た 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 作 用 お よ び 効 果 】

の 発 明 で は 、 フ ィ ル タ 回 路 の 後 段 に は 非 可 逆 性 の 信 号 伝 達 回 路 が 備 え ら れ 、 こ
の 非 可 逆 性 の 信 号 伝 達 回 路 の 出 力 が 検 査 用 信 号 と し て 取 り 出 さ れ る の で 、 検 査 装 置 を 接 続
し た 場 合 と 接 続 し な い 場 合 と で 、 フ ィ ル タ 回 路 の 時 定 数 に は 変 化 が な い 。 し た が っ て 、 検
査 装 置 を 接 続 し た 場 合 で も 、 検 出 手 段 に よ る 同 様 の 検 出 （ 検 出 タ イ ミ ン グ ） に 対 し て 、 検
査 装 置 を 接 続 し て い な い 場 合 と 全 く 同 様 な 制 御 （ 例 え ば 、 遊 技 球 検 出 タ イ ミ ン グ に 基 づ く
大 当 た り の 抽 選 ） が 再 現 さ れ る こ と に な る 。 し た が っ て 、 検 査 は 、 実 際 の 遊 技 を そ の ま ま
再 現 し た も の と し て 、 信 頼 性 の 高 い も の と な る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
第 の 発 明 で は 、 非 可 逆 性 の 信 号 伝 達 回 路 と 入 力 ポ ー ト 回 路 を 同 じ 素 子 で 構 成 し た の で 、
組 立 時 に 素 子 の 付 け 間 違 い 等 が 起 こ り に く く な り 、 組 立 が 容 易 化 さ れ 、 製 造 コ ス ト を 削 減
で き る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の フ ィ ル タ 回 路 ４ の 後 段 に は 、 バ ッ フ ァ 回 路 ２ １ が 備 え ら れ 、 こ の バ ッ フ ァ 回 路 の
出 力 が 、 入 力 ポ ー ト 回 路 ５ に 入 力 さ れ る 。 こ の 場 合 、 バ ッ フ ァ 回 路 ２ １ と 入 力 ポ ー ト 回 路
５ と し て は 、 同 一 種 類 の Ｉ Ｃ 素 子 （ 本 実 施 の 形 態 で は 、 ７ ４ Ｈ Ｃ ２ ４ ４ ） が 使 用 さ れ て い
る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 バ ッ フ ァ 回 路 の 出 力 部 の 信 号 （ 図 ２ （ Ｄ ） 参 照 ） は 、 信 号 端 子 取 付 領 域 ２ ２ か
ら 取 り 出 せ る よ う に な っ て い る 。 こ こ で 、 信 号 端 子 取 付 領 域 ２ ２ と は 、 例 え ば 基 板 の パ タ
ー ン 上 の 特 定 の 領 域 等 で あ り 、 ハ ン ダ 付 け 等 に よ っ て 信 号 端 子 （ コ ネ ク タ ） を 設 け る こ と
が 可 能 な 領 域 で あ る 。 検 査 装 置 （ 図 示 せ ず ） を 用 い た 検 査 の 際 に は 、 信 号 端 子 取 付 領 域 ２
２ に 取 り 付 け ら れ た 信 号 端 子 か ら バ ッ フ ァ 回 路 の 出 力 部 の 信 号 を 取 り 出 し て 検 査 を 行
う こ と に な る 。 こ の よ う に 、 信 号 端 子 取 付 領 域 ２ ２ を 基 板 パ タ ー ン 上 に 設 け る よ う に し た
の は 、 遊 技 店 で の 営 業 時 等 に は 検 査 装 置 の た め の 信 号 端 子 が 必 要 と な ら な い こ と か ら 、 検
査 時 に は 信 号 端 子 を 取 り 付 け る 一 方 で 、 営 業 時 等 に は 信 号 端 子 を 取 り 外 し て お く こ と が で
き る よ う に し た も の で あ る 。 そ し て 、 信 号 端 子 取 付 領 域 ２ ２ を 基 板 ケ ー ス に 収 容 し て 、 こ
の 基 板 ケ ー ス を 開 放 で き な い よ う に （ あ る い は 開 放 困 難 に ） し て お け ば 、 営 業 時 に 、 信 号
端 子 取 付 領 域 ２ ２ か ら 遊 技 制 御 装 置 ２ へ 信 号 を 入 力 す る 不 正 行 為 を 防 止 す る こ と が で き る
。
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